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早
い
も
の
で
令
和
４
年
も
残

す
と
こ
ろ
あ
と
一
カ
月
と
な
り

ま
し
た
。
朝
晩
も
め
っ
き
り
寒

く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
く

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
も
今
な
お
先
行
き

は
不
透
明
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
の
ダ
ブ
ル
流
行
も
予
測
さ

れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

対
策
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
方
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

も
復
活
し
、
公
務
出
張
も
増
え

て
参
り
ま
し
た
。
や
は
り
直
接

の
触
れ
合
い
の
中
で
見
え
て
く

る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

本
号
特
集
の
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
で
史
跡
の
先
進
的

多
用
途
活
用
を
う
た
っ
て
い
ま

す
が
、
世
界
遺
産
の
魅
力
か
ら

多
く
の
学
び
を
得
ま
し
た
。

元
号
令
和
発
祥
の
地
大
宰
府

政
庁
跡
始
め
本
市
の
史
跡
を
最

大
限
活
用
し
て
経
済
税
収
効
果

を
高
め
、
市
民
の
皆
様
へ
の
還

元
を
心
掛
け
て
参
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
年
末
が
か

き
い
れ
時
で
、
今
や
市
税
収
の

一
割
強
を
占
め
る
重
要
財
源
で

す
。
市
外
の
ご
親
戚
や
ご
友
人

等
に
ぜ
ひ
ご
宣
伝
下
さ
い
。

※掲載記事は編集作業の都合上11月15日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

令和発祥の都太宰府

「梅」プロジェクト

製品

太宰府天満宮の大樟　（写真提供　写真家：榊　晃弘 氏）

夫婦樟　（文化財課撮影）

さかき てる ひろ

太
宰
府
の
文
化
財
451

大
正
８
(
１
９
１
９
)
年
に
「
史
蹟
名
勝

天
然
紀
念
物
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
、
令
和

元
(
２
０
１
９
)
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
ま

し
た
。そ
れ
に
伴
い
、全
国
で
史
跡
・
名
勝
・

天
然
記
念
物
が
続
々
と
指
定
１
０
０
周
年

を
迎
え
、
本
市
で
も
昨
年
は
大
宰
府
跡
と

水
城
跡
が
、
本
年
は
国
分
寺
跡
と
国
分
瓦

窯
跡
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
１
０
０

年
の
節
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
同
時

期
に
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
、
本

年
で
１
０
０
年
を
迎
え
る
太
宰
府
天
満
宮

の
樟
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

太
宰
府
天
満
宮
は
「
天
神
の
森
」
と
呼
ば

れ
る
51
本
の
巨
大
な
樟
群
を
中
心
に
緑
豊

か
な
社
叢
が
広
が
り
、
四
季
折
々
の
自
然

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で

も
一
際
目
立
つ
の
が
、
本
殿
西
の
「
大
樟
」

と
、
本
殿
北
に
あ
る「
夫
婦
樟
」で
す
。
大
樟

は
樹
高
33
ｍ
、
幹
周
12
.５
ｍ
で
、
重
量
感

の
あ
る
優
美
な
樹
形
を
保
っ
て
い
ま
す
。

夫
婦
樟
は
樹
高
18
.
１
ｍ
、
幹
周
９
.
８
ｍ

で
、
大
き
く
根
上
が
り
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
い
ず
れ
も
樹
齢
１
千
年
以
上
と

さ
れ
、
雄
大
な
佇
ま
い
を
我
々
に
見
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。「
天
満
宮
境
内
古
図
」
と

い
う
16
世
紀
~
17
世
紀
こ
ろ
の
天
満
宮
境

内
の
状
態
を
示
し
た
史
料
で
は
、
本
殿
西

側
に
「
大
楠
号
伊
勢
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

位
置
的
に
現
在
の
大
樟
の
こ
と
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
お
よ
そ
５
０
０
年
前
か
ら
史

料
に
記
録
さ
れ
る
ほ
ど
に
大
き
な
樟
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

大
樟
と
夫
婦
樟
は
大
正
11
年
３
月
８

日
告
示
の
官
報
に
お
い
て
「
太
宰
府
神
社

の
樟
」
と
し
て
国
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保

存
法
」
制
定
以
後
、
第
１
回
・
第
２
回
の

天
然
記
念
物
の
指
定
は
、
特
異
な
生
態
を

持
つ
も
の
や
特
定
の
地
域
に
だ
け
分
布

す
る
よ
う
な
、
学
術
的
価
値
が
高
い
も
の

が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
樟
と

夫
婦
樟
が
指
定
さ
れ
た
第
３
回
か
ら
は
、

人
が
か
か
わ
り
守
り
続
け
た
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
巨
樹
・
老
木
も
指

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
太
宰
府

天
満
宮
の
樟
が
、
こ
の
地
域
の
象
徴
的
な

樹
木
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

千
年
と
い
う
悠
久
の
時
を
超
え
て
現

代
の
私
た
ち
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る

２
本
の
樟
。
訪
れ
た
際
は
、
ど
ん
な
時
間

を
過
ご
し
て
き
た
の
か
、
想
い
を
馳
せ
な

が
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
化
財
課

木
村
　
純
也

―

国
天
然
記
念
物
指
定
１
０
０
年―

　
太
宰
府
神
社
の
樟

これまで「令和発祥の都太宰府『梅』プロジェクト」や「史跡地の魅力を高めるフードトラック社会実証実験」など、

史跡地の先進的多用途活用を展開してきました。

こうした展開をさらに進め、 史跡の活用と維持保存の好循環を図る「太宰府市文化財保存活用地域計画」を実行

に移し、世界に冠たる令和の都太宰府を目指します。

史跡地の魅力を高めるフードトラック社会実証実験 （大宰府政庁跡）

世界に冠たる

令和の都太宰府へ！

関連特集

P6～9
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